
支援方針

発達状況を踏まえたうえで、生活力や遊ぶ力を育てるための支援をします。

こども一人ひとりの個性や「やりたい」という意欲を尊重し、意思決定を支援します。

集団生活の中で、保護者やお子さん同士の関わりを通し、社会性に繋がる基礎を作っていきます。

こどもの小さなサインを汲み取り安心感を与えながら、安全に健やかに成⾧発達できるよう保育環境を整えます。

保護者の方の不安や疑問に寄り添い、共に歩めるパートナーになります。

専門職が各々の専門性を活かしながら連携を図ります。

事業所名 草加市児童発達支援センターあおば学園 支援プログラム（肢体不自由児クラス）
作成日  ２０２６年 ３月 ３０日

事業所理念

親子通園を基盤に、保護者の不安や悩みに寄り添い、専門性を持ったスタッフが一緒に考えます。

「心地よい居場所」となり、豊かな心の交流を親子で経験できるようサポートします。

小さな成功体験を積み重ねながら自己肯定感を高め、自分らしく未来を描く力を育みます。

保護者と一緒に経験を積みながら、ご家庭の生活に活かしていただけるように支援します。
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健康・生活

・健康状態、個々の生活リズムを把握、記録し、継続的に観察しながら適切な働きかけを行います。

・体調を整える工夫を積極的に行います。（手洗い、水分補給、換気、室内の温度調節、衣服の調節など）。

・摂食嚥下、介助方法、姿勢、食形態について、言語聴覚士、理学療法士、作業療法士、心理師、看護師、栄養士、保育士で連携を図り、安全に配慮しながら摂食機能の向上を目指します。

・食に関する内容を療育活動に取り入れ、食の興味関心を豊かにします。

・基本的生活習慣（食事・睡眠・排泄・着脱・清潔）に関するスキルの向上を目指す支援を行います。

運動・感覚

・医師から助言を受け、理学療法士が粗大運動、姿勢保持などに関して、動作に必要な身体機能の維持・改善を図ります。また、装具や靴などの相談に応じます。

・作業療法士が運動遊び（吊り下げ遊具や大型遊具など）、リズム体操（身体を温める、ふれあい遊び）や親子体操（体やお口の体操）などの遊びを通して、楽しみながら運動機能の成⾧

 を促します。

認知・行動

・砂・水・粘土・紙などいろいろな素材や感触に触れる機会を設け、制作活動を楽しめるように工夫します。また、色・形・質感などを感じて認知機能の発達を促します。

・本人に合わせたスモールステップの支援により、成功体験を積み重ね自信や意欲に繋げていきます。

・季節の行事（端午の節句・節分など）や特別メニューの給食を通して、季節を感じられる機会を提供します。

言語・コミュニケーション

・他者との活動を楽しむ中で、興味・関心の幅を広げ、理解しよう、伝えようとする意欲を育みます。

・やりとりを楽しむ中で、こどもに合わせたコミュニケーション手段を考えて、家族と共有します。

・言語聴覚士が言語やコミュニケーションに関する訓練を行い、必要な機能の獲得や改善を目指します。

人間関係・社会性

・安心できる人との関わりやふれあい、こどもに合わせた声掛けや関わり方を見つけながら、信頼関係を築いていきます。

・安心して集団生活を送ることができるよう、気持ちに寄り添いながら集団活動を促していきます。

・他児、職員など徐々に人間関係の輪を広げながら他者と触れ合う交流機会を作り、興味・関心を広げられるようにいろいろな活動を提供します。

・心理師がこどもの行動の背景にある動機を丁寧に観察し、より適切な行動に繋げるためのアセスメントや、行動への支援を行います。

療育時間 10 時 00 分 から 15 時 00 分 まで 送迎実施の有無 なし  （状況により検討していきます）

支援内容

主な行事等

・入園式 ・プール遊び ・七夕夏祭り ・運動会 ・親子バス遠足 ・クリスマス会 ・バイキング給食 ・節分 ・桃の節句 ・端午の節句 ・卒園式 ・トランポリン（年５回）・音楽療育（年４回）

・音楽コンサート（年１回） ・誕生会（毎月） ・交流保育（年６回） ・地域交流（不定期） ・食育（スイカ割り／クッキーサンド作りなど） ・給食試食会

・健康診断（毎月） ・避難訓練（毎月） ・歯科衛生指導（年２回） ・歯科検診（年２回 ）・防災訓練 ・個人面談 ・見学 ・クラス懇談会 ・草加かがやき特別支援学校巡回相談

家族支援

・日々の生活や活動行事などを通じて、園と保護者が一体となってこども

 の療育を行い、情報を共有すると共に困り事の相談を受け、助言を行い

 ます。

・保護者同士の交流が持てる機会を設けます。『ここまるキッズサロン』

・個人面談・見学・クラス懇談会・発達検査・『心理師と遊ぼう』

・専門職個別訓練

移行支援

・幼稚園、保育園など他集団への移行や、就学に向けた支援を行います。

・同年代のこどもをはじめとした地域における仲間づくりを行います。

・交流保育 ・地域交流 など

地域支援・地域連携

・こどもに関わる地域の関係者／関係機関（保健・医療・福祉・教育）と

 の連携を図っていきます。

・相談支援事業所との生活支援や発達支援における連携を図っていきます。

・他施設職員のスキルアップ研修を受け入れていきます。

職員の質の向上

・市内保育園、児童デイサービスセンターとの相互実習を行います。

・園内研修（感染予防／虐待防止・身体拘束の適正化など）を行います。

・外部研修会や講演会へ参加します。


